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【動機】         

2016 年は VR 元年といわれており、VR や AR の技術の発展がめざましいものとなっている。その中

で、私が興味を持ったのが「モーションキャプチャ」という、佒の動きを読み取るというシステムである。

この技術は身近になってきているが高価であるため、安価にモーションキャプチャができるシステムを開

発しようと考えた。 

【方法】         

 モーションキャプチャシステムは大きく分けてハードウェアとソフトウェアの２つにわけることができ

る。そこで今回は、１システムの選定、２ハードウェアの開発、３ソフトウェアの開発、の順に研究を行

った。 

【結果】         

頭のみモーションキャプチャをすることに成功し、それとリンクしてリアルタイムで３Dモデルを動か

すことに成功した。またセンサーからのデータを正確に変換する式を導き出すこと、上半身すべてのキャ

プチャーをすることが今後の課題だ。 

【まとめ】         

頭のみだがキャプチャをすることに成功した。よってモーションキャプチャーシステムを開発すること

は丌可能ではないことが分かった。  

【展望】         

Unity で処理ソフトを制作したので非常に拡張性が高い。そのため、ゲームの入力デバイス、コンピュ

ーターグラフィックス映像を作成するときに使用するするモーションデータを作製する機器、など多くの

ことに容易に応用できる。 


